
コミュニティバスデータを作ってみた

2018.07.14

岡山大学大学院生

（一般社団法人データクレイドル）



➢ 倉敷市コミュニティタクシー

• 真備地区

• 西坂地区

• 船穂地区

➢ 早島町コミュニティバス

対象のコミュニティバス(タクシー)



取り組んだことについて

1. GTFSデータの作成

2. GTFSデータの検証

3. 現状の課題

4. GTFSデータの良い点悪い点

5. 今後のGTFSデータに期待すること



GTFSデータの作成

➢ GTFSデータ作成用のExcelを使用
• 提供元：東京大学空間情報科学研究センター

• Excelファイルと使用方法のドキュメントはサイトから
ダウンロード可能

➢ GTFSデータを作成するための元データはサイトから
取得できるものを使用
• バス事業者の情報

• バスの時刻表

• バス停の座標



GTFSデータの作成

➢ バス事業者の情報の法人番号は
「国税庁法人番号公表サイト」から取得

➢ 事業者名や地域名から検索可能



GTFSデータの作成

➢ バスの時刻表

➢ ホームページからダウンロードしたpdf



GTFSデータの作成

➢ バス停の座標

➢ バス停検索から取得



GTFSデータの作成を通して

➢ 作業量が多かったこと
• 事業者情報、バス停座標の取得

• ルート情報の打ち込み

➢ 難しかったこと
• GTFSデータやバスの運営形態についての理解

• GTFS作成ツールの入力手順

• 時刻表がないルートといった特殊な運行形態への対処



真備地区コミュニティタクシー東ルート

時刻表はなく、
乗客は停まりたい停留所まで直接行ける。



作成データの検証

➢ 「FeedValidator」により、作成したデータを検証可能

1. 停留所とルート情報を可視化

2. GTFSデータの各値から、問題箇所を出力



作成データの検証を通して

➢ 入力座標の誤りが多かった。

➢ ルートによっては同じ停留所でも異なる名前を使う場
合があり、検証ツールに指摘される。

➢ 以下の4つのファイルが検証ツールに指摘され、削除
以外の対処方法がわからなかった。
• agency_jp.txt、office_jp.txt

• routes_jp.txt、translations.txt



現状の課題

➢ 時刻表がないルートといった特殊な運行形態に対処で
きていない。

➢ GTFSデータ作成ツールの入力項目について、任意項目
への対処ができていない。

GTFSの設計的に対処できない可能性

データと勉強時間があれば対処可能



GTFSデータの良い点悪い点

➢ 良い点
• Google Map 等のアプリにアップロードすることで、

地域内外問わずより多くの人にバス情報を伝えられる。

• GTFSデータを扱うツールやアプリを簡単に導入できる。

➢ 悪い点
• 正確なデータを作成するには「バスの運営形態」、「GTFS」

と「作成ツールの使い方」について、専門知識の勉強が必要



今後のGTFSデータに期待すること

GTFSデータ作成のハードル下がる(手順の簡略化)

複雑であるバスデータの共有と更新が容易に

あらゆる人に交通機関を使いやすく



作成データの検証を通して

➢ 入力座標の誤りが多かった。

➢ GTFS作成ツールの仕様をわかっていないと思った通り
の出力にならないことがある。

➢ ルートによっては同じ停留所でも異なる名前を使う場
合があり、検証ツールに指摘される。

➢ 以下の4つのファイルが検証ツールに指摘され、削除
以外の対処方法がわからなかった。
• agency_jp.txt、office_jp.txt

• routes_jp.txt、translations.txt


